
A五

告

編
　
集
　
後
　
記

史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
多
数
御
出
組
下
さ
い
。

日

時
　
十
一
月
二
日
（
火
）
午
後
一
時

場
所
京
都
大
学
楽
友
会
館

（
市
電
・
市
バ
ス
近
衛
通
下
車
東
入
）

公
開
講
演

シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
の
荒
廃

宗
教
改
革
と
社
会

小
野
山
　
　
節
氏

中
村
賢
二
郎
氏

史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
第
五
九
巻
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
、

ゲ
ッ
ベ
ル
に
関
す
る
諸
見
解
を
丹
念
に
検
討
し
た

中
村
論
文
、
五
・
一
五
事
件
か
ら
斎
藤
内
閣
成
立

に
至
る
ま
で
の
十
日
闘
ほ
ど
を
、
政
治
の
舞
台
裏

か
ら
追
っ
て
い
っ
た
山
本
論
文
、
レ
ー
ニ
ン
の
ツ

イ
ソ
メ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
運
動
に
対
す
る
評
価
に
つ
い

て
論
じ
た
山
内
論
文
、
本
誌
第
五
八
巻
三
号
の
彫

器
に
続
い
て
掻
器
の
分
類
法
を
腱
喝
し
た
畠
中
論

文
と
、
計
ら
ず
も
現
代
史
関
係
の
論
説
が
三
本
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
長
い
聞
編
集
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
こ

ら
れ
た
芝
川
治
氏
が
退
か
れ
、
田
中
峰
雄
氏
が
新

・
た
に
編
集
部
に
加
わ
り
ま
し
た
。
　
　
　
（
堀
川
）

藏
欺
籔
朋
二
語
翻
定
価
七
五
〇
円

　
史
林
（
策
五
九
巻
第
五
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
ム
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
理
事
長
　
佐
　
　
藤
　
　
　
長

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
劇
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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